
（様式１）

H2９不祥事根絶のための行動計画の取組状況

相馬市立中村第一中学校

１ 方針

本校では県内各地で発生し続ける教職員による不祥事を根絶するため、職員一人一人が不祥事

を自分にも起こり得ることとしてとらえるとともに、近くの席にいる職員においても不祥事が起

こり得ることとしてとらえ、自分だけでなくチームとして主体的に不祥事防止に努めるなど、い

かに同僚性を高めていくかということを念頭に、服務倫理委員会を中心とした取組を展開してい

います。

２ 組織・体制

(1) 企画委員会・服務倫理委員会
毎週実施の企画委員会及び毎月第３週の服務倫理委員会を開催し、本校の状況から課題や気

になる点をあげ、職員打合せで周知を図る他、服務倫理全体会に向けての定期的な話し合いを

行っています。

(2) 服務倫理全体会
職員会議終了後に開催し、「信頼される学校づくりを職

場の力で」及び福島県教育センター編「生徒指導・教育相

談に関する校内研修実践資料集」を活用し、グループ協議

をとおし、チーム力を高める参加型の研修会を実施すると

ともに、服務倫理委員会の各不祥事防止担当者から職員目

線による実体験を踏まえた事例紹介や検討会を実施し、身

近な不祥事防止の心構え等について共有化しています。 [H29.4.24服務倫理全体会]

(3) その他の組織等
生徒指導委員会及び生徒指導全体会においては、生徒指導上において課題のある生徒や特別

な支援を要する生徒の対応について、担当教員や養護教諭からの所見や情報はもとより、本校

配置 SC からの専門的意見を取り入れるなど、全職員が共通理解のもと生徒指導にあたってい
ます。さらに学校評議員会において不祥事根絶に向けた本校の取組について説明し、取組の効

果や改善点など評議員からの意見を取り入れています。

３ 具体的な取組例

(1) 『不祥事根絶に向けた中村一中職員の決意』・『不祥事根絶愛言葉（川柳）』カードの作成
４月２４日（月）実施の第１回服務倫理全体会において、事前に配付・記入していた「不祥

事根絶に向けた私の誓い」を持ち寄り、グループごとに意見をまとめ代表者による発表を行う

などして、今年度の中村一中職員の決意を決定しました。また、不祥事根絶に向けた「愛言葉」

を川柳形式で募集し、職員間の投票により最も票数の多かった三句について職員打合せにて表

彰、さらに最多投票の句を決意とともにカード化し、職員が携行し、日常的に意識化を図るこ

とができるようにしました。

（表面） （裏面）



(2) 『私の不祥事根絶のための行動計画』活用による自己抑止力の向上
「信頼される学校づくりを職場の力で」別冊資料「不祥事防止のためのチェックシート」よ

り、本校職員に特化した本校用チェックシートを活用し、学期はじめに不祥事にあたる行動

等について全職員が確認しています。また、本校スローガン「不祥事根絶に向けた中村一中

職員の決意」をもとに職員一人一人が『私の不祥事根絶のための行動計画』を作成し、個人

の行動目標を明確にするなどして、自己の言動や指導を意識する機会を設定しています。

【職員の基準例①（ステージ１）】

【職員の基準例②（ステージ２）】
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【職員の基準例③（ステージ３）】

【職員の基準例④（臨時的任用職員）】
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１ 成果

グラフ（上）のとおり、行動基準を個人の課題や目標に置き換えることにより、日常的に気を

つけるべき自身の課題等に対する注意力が自発的に高められ、行動基準２及び重点基準において

は、すべての教職員において概ね満足以上の達成が見られた。また、個人の意識の高まりは、定

期的に開催している服務倫理全体会等への職員の姿勢にも変容が見られ、不祥事根絶はもとより、

生徒や保護者対応等についてより良い関係を構築するためのスキル等を身につけようとする研修

意欲の高まりが見られるなど、職員室内での日常的な対話においても、互いの言動等について気

軽に声を掛け合う雰囲気が醸成されてきている。

２ 課題

行動基準１のＣ評価では「自分の気持ちが落ち着かない時があった」、また行動基準３のＣ評

価では「もっと周囲の人たちと関わりを多く持ち、それぞれが置かれている状況を把握したい。

特に生徒たちと話す時間が十分に確保できなかった。」等の課題が挙げられていた。自己を冷静

に振り返り、さらに向上を目指そうとするための前向きな評価と認められるものの、同僚や管理

職からの声かけや相談体制の工夫・改善が求められていると同時に、職員の多忙感をできるだけ

軽減し、教師一人一人が生徒に関わる時間をより多く設定できるよう、手立てを講じていく必要

がある。


